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※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

地域の防除事例を基に作成しています(輪菊栽培)。品種、栽培条件によっては薬害が発生する場合があるため
ご注意ください。さらに、展着剤･葉面散布剤等を加用する場合もご注意ください。

時期 対象病害虫 薬剤名 使用量・倍率
使用
時期

回数

定
植
時

白さび病 キクッチャ粒剤
6～9kg/10a
(作条土壌混和)

定植時 1回

生
育
初
期

白さび病 ジマンダイセンフロアブル 500～800倍 － 8回

ﾊﾀﾞﾆ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ロディー乳剤※ 1,000倍 － 6回

消
灯
時

白さび病 inochioオペラフラワー乳剤 2,000倍 発病初期 3回

ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
ｲﾗｸｻｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ

ディアナSC※
2,500～5,000倍
(ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺ
ﾊﾞｴ類2,500倍)

発生初期 2回

発
蕾
時

白さび病・うどんこ病 アンビルフロアブル 1,000倍 発病初期 7回

ﾊﾀﾞﾆ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 inochioセイレーンフロアブル 2,000倍 発生初期 3回

破
蕾
時

白さび病 カナメフロアブル 4,000～8,000倍 発生初期 3回

ﾊﾀﾞﾆ類 スターマイトフロアブル 2,000倍 発生初期 1回

予

予・治

予・治

予

白さび病･害虫注意！先月に引き続き、ﾊｳｽ内は高湿度状態になりやすく、

白さび病が発生しやすくなります。ﾓﾔｺﾝを使用する等、湿度を下げる工夫を行いましょう。また、
ﾊｳｽまわりの雑草は病害虫に発生源となります。雑草が大きくなる前に除草剤等を散布しましょう。

※花き類・観葉植物登録

予・治

植物本来の力を活性化☆

▶転流量増加（糖度アップ）

▶毛細根の充実

▶抵抗性誘導物質の向上
肥料登録

生第83241号

ハウス内に吊るすだけ
10a当たり10～20錠

高温対策に！ 効果は約1か月

▷ ハウス内が30～35℃を超える時期に！

▷ 外とハウス内の温度差が生じやすい

季節にも効果的！

▷ 曇天後の快晴時、高温障害が

出やすくなる天候が変わりやすい時期に！

3～8袋/10a

元肥と同時に施用し、
よく耕うんしてください。

15kg/袋

◎団粒化を促進し

排水性・透水性改善に!

◎有機物ペレットで生物性向上

◎小さめのペレットで均一散布可能


